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福 智町は、合併後過大になっている予算や、仕
事、公共施設数、職員数などを集中して適
正規模に近づける努力をする必要があると、

この大綱で述べてきました。また、新しい住民サービス
の担い手として想定される地域行政区や町民団体、自治
会、NPOなどの活動や組織化を支援し、協働のまちづ
くりを推進する必要があると示してきました。短い期間
でこの改革を成功させるには、何と言っても町長をはじ
めとする町幹部を中心とした強力なリーダーシップと実
行力が問われます。しかも、それは具体的かつ、全職員
が一丸となって取組まれるものでなければなりません。
　 福智町は世界一の健康長寿・皆川ヨ子

さんが住むだけでなく、400年の
伝統を持つ上野焼、温泉、名所、
豊かな農産物・工芸品などの特
産品があります。このように豊
富な地域資源とポテンシャリティ

（実現可能性）を持つ町
なのです。昨年度まで
市町村合併という大
改革を行ってきまし
たが、さらに新町
では行財政改革
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特集「福智町行財政改革大綱答申」
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おわりに 20回におよぶ会議で議論を深め答申した福智町行財政改革推進委員会

皆
さんすでにご存じのとおり、いま福智町の

財政は硬直化し、極めて厳しい状況にあり

ます。このままの状況を放置すれば、町は

いずれ立ち行かなくなります。そのような危機的状況

の中、今回の行財政改革大綱答申が示されました。

　私共はこの答申をふまえ、見直すべきものは見直し、

できることから積極的に改善をして、行政の責務を果

たさなければなりません。具体的には、昨年末に立ち

上げた行財政改革推進本部のもと、公共施設の統廃

合や自主財源の確保など、重点項目ごとのプロジェク

ト委員会を直ちに組織して、町の状況に見合った改革

の手法を明らかにしていきたいと思います。

　私は財政の数字だけを改善することが行財政改革

ではないと考えています。一時的な好転では「繰り返

し」を招きます。この改革の柱は意識改革であり、そ

の上に健全な財政基盤が創られてこそ「真の改革が

成った」と言えます。合併前に比べ職員の負担は少な

からず増えていますが、この改革の歩みを止めること

は、もはや許されません。福智町は過去に財政再建を

果たした経験もノウハウもあり、豊かな地域資源や町

発展の可能性も大いに秘めています。職員の自発的な

意識の高まりは、必ずや住民の皆さんに伝わり、町を

挙げての改革が成し遂げられるものと信じています。

　私はこの改革に職員一丸となって臨み、町の存続と

未来をかけて改革を推進する所存

です。福智町の礎はいま創らな

ければなりません。住民の皆

様には、公共施設の統廃合を

はじめ、ご理解をいただかなけ

ればならない課題が多々あり

ます。どうか、町の厳

しい現状を認識し

ていただき、改革

が目指す方向に、

お力添えを賜りた

いと願っています。

を推し進め、新しい未来豊かな福智町を実現する行政を
町民と共につくり上げていただきたいと思います。
　そこで、今回の答申の特徴は、次の４点に要約するこ
とができます。
　第１に、行財政のピンチをチャンスにするための「発
想の転換の視点」です。可能性を数多く持つ福智町が、
さらに豊かな町となるために「スクラップ・アンド・ビ
ルド」をする創造的視点です。
　第２に、そのために町民、行政、議会、企業などとの
協働（パートナーシップ）を提言していることです。知
識のある人は知恵を出し、身体の強い人は汗をかき、そ
れぞれの立場から新しい町をつくり上げていく必要があ
ります。
　第３に、行政職員の意識改革、行動改革に向けた組
織改革と研修システムの充実を重視したことです。町民
と町職員との協働により、福智町はさらに良い町になっ
ていくことでしょう。
　第４に、提言のひとつに「公設民営事業」を提言して
いることです。指定管理者制度を含めて職員の派遣事業
も視野に入れた町の活性化を提言しています。
　最後に、行政内部に設立された「行財政改革推進本部」
で、これらの趣旨を活かした具体的行動計画が策定され、
早急に実施されることをここで強く期待いたします。
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福智町行財政改革大綱答申に関するご意見お問い合わせは▶福智町役場 総務課 庶務係 ☎ 22-0555まで
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な
る
計
画
書
で

終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
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